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◆ 実施時期 

  令和４年１２月２３日（金）～令和５年１月３１日（火） 

◆ 対象者 

  那須烏山市民 

◆ アンケート方式 

  対面での調査が主で一部は保育園等で配布 

  配布枚数 891枚 回収枚数 751枚 

 

 

 

 

 

 

 

那須烏山市女性団体連絡協議会    

会長  萩 原 宣 子    

この調査は、那須烏山市女性団体連絡協議会（以下「女団連」という。）が主催し、新庁

舎建設に関する市民の皆様の考えを伺うために行ったものです。今後、当アンケート調査

の結果を踏まえ、女団連における今後の庁舎整備の在り方を検討していきます。 



【那須烏山市新庁舎建設についてのアンケート】 

那須烏山市女性団体連絡協議会 

【このアンケートについて】 

本市の庁舎整備については、本年７月に「那須烏山市庁舎整備基本構想（素案）見直

し方針」が定められ、現在、「見直し・再検討」が進められています。 

 本アンケートは、新庁舎建設に関する市民の皆様の考えを伺い、女団連における今後

の庁舎整備のあり方を考えていくために行うものです。率直な御意見をお聞かせくださ

いますよう、御協力よろしくお願いします。 

 

問１ あなたの性別を教えてください。該当するものに○を付けてください。 

（ ）男性 （ ）女性 （ ）その他 

問２ あなたの年齢を教えてください。該当するものに○を付けてください。 

（ ）29歳以下 （ ）30代 （ ）40代 （ ）50代 （ ）60歳以上 

問３ 住んでいる地域を教えてください。該当するものに○を付けてください。 

（ ）烏山地区 （ ）南那須地区 

問４ あなたは、新庁舎の建設についてどう思いますか。該当するものに○を付けてく

ださい。また、その理由もお書きください。 

（ ）賛成 

（ ）反対 

（ ）その他 

理由 

問５ 問４で賛成と答えた方に伺います。 

１） あなたは、新庁舎を烏山市街地に建設する方針についてどう思いますか。該当

するものに○を付けてください。また、その理由もお書きください。 

 ※ 新庁舎の整備については、２町合併時の検討・合意を経て、都市活動の拠点

である「烏山市街地」に配置する方針を踏襲し、今日に至っています。 

（ ）賛成 

（ ）反対 

（ ）その他 

理由 

２） 新庁舎と一緒に建設してほしい施設があったらお書きください。 

 

問６ 最後に、新庁舎建設以外で市に要望することや意見があったらお書きください。 

 

 

 

ありがとうございました。 



１　回答者の性別

男 260 人

女 489 人

その他 2 人

未回答 0 人

２　回答者の年齢層

29歳以下 35 人

30歳代 112 人

40歳代 92 人

50歳代 87 人

60歳以上 425 人

３　回答者の居住地

烏山地区 533 人
南那須地区 214 人

未回答 4 人

性別

年齢層

居住地

回収率 84.3%

那須烏山市新庁舎建設についてのアンケート集計結果

891枚配布枚数

回収枚数 751枚
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４　新庁舎の建設の賛否

賛成 583 人

反対 84 人

その他 83 人

未回答 1 人

記述式意見集計結果（新庁舎の建設）

211 人

39 人

18 人

15 人

15 人

14 人

５－１　烏山市街地への建設の賛否

賛成 463 人

反対 61 人

その他 51 人

未回答 8 人

記述式意見集計結果（烏山市街地への建設）
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問４ 新庁舎の建設についてどう思いますか。 

 

・賛成が78パーセントでした。その理由としては、「現在の庁舎の老朽化」211

名、「防災上と耐震性に欠ける」39名、「市のシンボルとなる」18名、「広い

土地に建てて欲しい」15名、「利便性、分庁式は不便」15名、「街の活性化に

つながる」14名でした。 

・反対は、11％でした。その理由としては、「財政面が心配、お金の無駄」９

名、「今のままで十分、まだ使える」７名でした。 

 

【考察】 

・多くの市民が新庁舎の建設を願っていることが伺えます。 

・賛成の理由としては、多くの市民が現在の庁舎の老朽化を挙げていて、災害

などの有事の際の庁舎の機能について不安を指摘する市民も多い状況です。

また、分庁のため手続きが不便であると答える市民も多い状況です。 

・反対している市民は、経済的な不安や施設建設の優先順位を指摘しているた

め、引き続き市民に対する丁寧な説明をする必要があると思われます。 

 

 

問５－１ 新庁舎を烏山市街地に建設する方針についてどう思いますか。 

 

・賛成が79%でした。その理由としては、「烏山市街地に建ててほしい」99名、

「交通の便がよいから」17名、「合併時の合意だから」16名、「JR烏山駅に近

いから」10名、「烏山市街地の活性化につながるから」９名でした。 

・反対は11％、その他が９％であった。その理由としては、「烏山地区と南那

須地区の中間がよい」９名、「消防署の近くがよい」７名でした。 

 

【考察】 

・新庁舎の建設に賛成する市民のうち約８割は、交通の便がよい烏山市街地に

賛成の意見を示しており、市の活性化を希望している結果だと思われます。 

・しかしながら、建設には賛成でも、「消防署の近く」や「烏山地区と南那須

地区の中間に建てたほうがよい」と考えている人が16名いたことから、烏山

市街地から遠方の市民に対して、サービスの低下にならないよう検討する必

要があると思われます。 

 

 

 

 



５－２　新庁舎と一緒に建設してほしい施設

127 人

60 人

18 人

16 人

10 人

9 人

６　新庁舎建設以外の市に対する要望・意見
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問５－２ 新庁舎と一緒に建設してほしい施設があったらお書きください。 

 

・「多目的ホール、市民ホール」127名、「総合運動施設（体育館、ジム）」60名、 

 「図書館」18名、「公民館」16名、「レストラン、カフェ」10名、「公園」９名、 

 「道の駅」８名、「こども館」７名でした。 

 

【考察】 

・どの年代も、市民の集える場所としての機能や市民が発表できる場の希望が

ありました。 

・また、子育て世代からは、「公園、こども館、託児所」などの希望がありました。 

・市民の関心が高く、どのような機能を伴う新庁舎になるのか期待していると

思われます。 

 

問６ 新庁舎建設以外で、市に要望することや意見があったらお書きください。 

 

・「公園を造って欲しい」30名、「道の駅、川の駅」19名、「子育て支援に力を

入れて欲しい（こども館、遊び場、認定こども園など）」15名、「駅前の開

発」11名、「市民ホール」８名、「移住促進」７名、「総合運動場」６名、「烏

山城の整備」６名でした。 

 

【考察】 

・女団連で長年意見を申し上げてきた公園不足が浮き彫りになりました。子育

てに優しいまちづくりを望んでいる市民が多く、子育て環境（公園、こども

館、認定こども園など）の早急な整備が必要であると思われます。 

・また、「道の駅（川の駅）」の整備や「移住促進」を望む声からは、市の活性

化につながる市の施策に期待している市民が多いと思われます。 

 

 

● 総合考察 

 このたびのアンケートの結果から、多くの市民が新庁舎の建設を望んでい

ることがうかがえます。 

 私たち女団連としては、このアンケートの結果を参考にしていただき、市

と議会が協力して新庁舎の建設を前に進めてほしいと考えます。 

 また、移住促進につながるような、子育てしやすい住みよいまちづくりを

進めてほしく、私たち女団連としても、微力ではありますが、明るいまちづ

くりに貢献できるよう努めていきたいと思います。 


